
７
月
17
日
、
笠
間
市

民
球
場
に
お
い
て
、
全

国
高
校
野
球
選
手
権
茨

城
大
会
の
３
回
戦
が
行

わ
れ

わ
れ
た
。
日
中
30
度
を

超
え
る
炎
天
下
の
中
、

多
く
の
野
球
部
保
護
者

や
Ｏ
Ｂ
が
駆
け
つ
け
た
。

相
手
チ
ー
ム
は
初
戦

で
コ
ー
ル
ド
勝
ち
し
た

長
打
力
の
あ
る
下
館
工
。

初
回
、
二
死
満
塁
の

ピ
ン
チ
を
迎
え
た
が
、

先
発
の
山
口
投
手
は
、

粘
り
の
投
球
で
下
館
工

の
強
力
打
線
を
見
事
に

抑
え
切
っ
た
。
相
手
投

手
の
四
死
球
を
き
っ
か

け
に
打
線
は
２
回
表
に

先
制
、
そ
の
後
も
中
押

し
・
ダ
メ
押
し
と
、
着

実
に
得
点
を
重

ね
た
。

６
点
リ
ー
ド

で
迎
え
た
７
回

裏
、
強
烈
な
ラ

イ
ナ
ー
を
、
交

代
し
た
ば
か
り

の
レ
フ
ト
秋
元

選
手
が
好
守
。

１
点
を
失
っ
た

も
の
の
、
終
始

岩
日
ペ
ー
ス
で

相
手
チ
ー
ム
に

流
れ
を
渡
す
こ

と
は
な
か
っ
た
。

山
口
投
手
の

後
を
継
ぎ
、
４

回
の
二
死
一
、

三
塁
の
ピ
ン
チ

を
抑
え
た
大
山

投
手
が
投
打
に

わ
た
り
活
躍
、

最
後
は
舟
橋
投

手
が
締
め
た
。

私
は
初
め
て
高
校
野

球
を
生
で
見
た
。
気
温
、

ス
タ
ン
ド
の
応
援
、
そ

し
て
選
手
た
ち
の
「
絶

対
勝
つ
ぞ
」
と
い
う
気

迫
、
こ
れ
ら
全
て
が
合

わ
さ
っ
て
球
場
が
熱
気

に
包
ま
れ
て
い
た
。
得

点
が
入
っ
た
時
は
も
ち

ろ
ん
、
守
備
の
際
で
も
、

見
事
な
連
携
で
相
手
の

攻
撃
を
ア
ウ
ト
に
し
た

時
、
鳥
肌
が
立
っ
た
。

野
球
に
詳
し
く
な
い
私

で
も
そ
の
盛
り
上
が
り

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

て
と
て
も
感
動
し
た
。

今
大
会
が
最
後
と
な

る
３
年
生
に
と
っ
て
、

青
春
が
詰
ま
っ
た
最
高

の
時
間
に
な
っ
た
に
違

い
な
い
。
野
球
部
の
今

後
の
活
躍
が
さ
ら
に
楽

し
み
に
な
っ
た
。（髙

野
）
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後
記

堅
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瀬
日
大
、
初
の
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強
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手
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